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1,275,570

令和
６年度
上半期

　水道に供給する水の一部について、埼玉県営吉見浄水場から県水を購入し受水しています。
また一部の地域については、吉見町水道事業から水を購入しています。

△ 1.13

1,280,747

94.19

　町内の各家庭や事業所などで使用した水の集計です。

令和
６年度
上半期

781,841

有 収 水 量 △ 5,177

19,267

1,400,000

　町内の浄水場から水を送り出した量です。

令和
５年度
上半期

4,654

1,379,052

業務量 用語の解説

「 有収率 」

有　収　水　量　（㎥）

令和
５年度
上半期

　総配水量は増加し、有収水量は減少したため、有収率も減少しましたが、他市町に比べ高い

水準を維持しています。

　今後も漏水の早期発見と修繕に努め、有収率が低下しないよう努力いたします。

「総配水量」

「有収水量」

0㎥

川島町水道事業　令和６年度上半期　業務状況について

△ 1.36

有 収 率

９月３０日現在
(a)

受水量
内　訳

業 務 量 に つ い て

△ 6.60

1,300,000

△ 307

8,330

△ 1.69

　配水量に占める有収水量の割合です。
　この値が低いと、配水管などで漏水が発生し水が無駄になっていることが考えられます。また
火災での消火栓使用や、水の濁り防止のための放水によっても変動します。

1,359,785

1,359,785

1,280,747

1,200,000

吉見町水

給 水 人 口

1,379,052

△ 214

92.50

792,647

給 水 件 数

総　配　水　量　（㎥）

県　　　水

１　業務量　（前年度同期との対比）

総 配 水 量 と 有 収 水 量 の 比 較

増減（ｃ＝a－b）

総 配 水 量

1,275,570

△ 0.40

△ 1.79

4,347

△ 10,806

1.42

比較（c／b）

0.26

(a)(b)対比

「 受 水 量 」

　令和６年度上半期(令和６年４月１日～９月３０日)の、川島町水道事業の業務状況をお知らせしま
す。

前年度同期
(b)

18,936

8,308

18,722

22



２　当期中における経理の状況

（１）　資金の収支状況

 円

 円

　－  円

（２）　予算と事業収支状況

消費税込額
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減円190,453,613
※ 当期末現在高は前年度繰越金より

606,074,878

421,953,390  円

　　　前年度繰越金 612,407,003
　　入　　金 415,621,265
　　出　　金

○ 収 益 的 収 支

　　　当期末現在高

　浄水場設備の運転や維持管理、配水管の修繕、検針などに
使う予算です。

　　　（現金預金残高）

予算額 実績 (a) 予算
執行率

前年度同期
実績 (b)

前年度同期
からの増減

増
減
率

(a)-(b)
(b)

（千円） （千円） （％） (千円) （千円） （％）

収
 

入

給 水 収 益 386,417 170,135 44.03 195,736

長期前受金戻入額 (当期予定分) 34,259 17,130

△ 25,601 △ 13.08

そ の 他 収 益 13,711 698 5.09 563 135 23.98

50.00 17,497 △ 367 △ 2.10

合 計 434,387 187,963 43.27 213,796 △ 25,833 △ 12.08

支

出

人 件 費 26,294 12,348 46.96 10,942 1,406 12.85

動 力 費 （ 電 気 料 ） 37,500 14,092 37.58 13,657 435 3.19

県 水 等 受 水 費 114,628 44,972 39.23 45,820 △ 848 △ 1.85

449 0.51

△ 3.59

減価償却費 (当期予定分) 179,870 88,935 49.44 88,486

49,870 △ 28,431

7,429 47.29 7,706 △ 277

△ 57.01

支 払 利 息 15,711

そ の 他 支 出 88,686 21,439 24.17

△ 12.60合 計 462,689 189,215 40.89 216,481 △ 27,266

5年度 6年度

その他

支払利息

減価償却費（当

期予定分）

受水費

（県水等）

動力費

（電気料）

人件費

5年度 6年度

収 益 的 収 入
令和５年度上半期 と令和４年度同期 比較

収 益 的 支 出
令和５年度上半期 と令和４年度同期 比較

長期前受金

戻入額

その他収益

給水収益



消費税込額

3

収益的収支 ・資本的収支 用語の解説

「長期前受金戻入額」

「減価償却費」

　「企業債」「企業債償還金」

 ○ 資 本 的 収 支

予算額 実績（ａ）

0

支

出

予算
執行率

前年度同期
実績(b) (b)

（千円） （千円） （％）   　(千円) （千円） （％）

増
減
率

前年度同期
からの増減

(a)-(b)

収

入

負 担 金 528 0 0.00 0

企 業 債 114,972 0.00

0 0.00

加 入 金 10,348 8,553 82.65 4,428 4,125 93.16

0 0 0.00

国 庫 補 助 金 0.00

そ の 他 2 0 0.00 0 0 0.00

合 計 143,180 8,553 5.97 4,428 4,125 93.16

156,034 50,711 32.50 8,252

固 定 資 産 購 入 費 11,812 0 0.00

42,459 514.53

浄水場施設工事費等 65,075 180,000 276.60 0 180,000 #DIV/0!

配 水 管 工 事 費 等

企 業 債 償 還 金 52,947 26,339 49.75 26,686 △ 347

89.92 39,180 217,870

4,242 △ 4,242 △ 100.00

△ 1.30

285,868

　施設の新設や更新工事の財源とするための国などからの借金を、「企業債」といいます。「企業債償還金」は、各年度
の返済額のうち、元金分です。利息は収益的支出で支払います。

　前年度の同時期と比較した増減については、１年を通してみますと解消されるものもあります。一方、人口
減少や施設の老朽化については、年を追うごとに水道事業経営への影響が増していきます。事業を実施する
中でコスト削減を図りつつ、計画的な施設の更新を行うなど、長期的視野に立った健全な水道事業の運営に
努めます。

収 入 に つ い て 支 出 に つ い て

556.07

　収益的収入は有収水量が減少したため、給水収益
が減少した。
　資本的収入は前年度の同時期より増加しています。

　「加入金」
　住宅などの建築で水道を新設するときなどに水道事業に納めていただく額を、「加入金」といいます。設置する水道
メーターの口径ごとに金額が異なります。

257,050

　配水管や、浄水場施設などの新設・更新費用、企業債の償還に
使用する予算です。

　過去に施設の建設や固定資産を取得などの財源となった国庫補助金や負担金を、減価償却の割合に基づき収益的
収入に計するもので、当年度に現金が入ったわけではありません。

　施設の使用による資産的価値の減少を、耐用年数に基づく割合で毎年度の収益的支出に計上するもので、外部へ支
払うものでありません。

　収益的支出が前年度同時期より増加しています。こ
れは、住宅が建築され、加入金が増加したためです。
　資本的支出は前年度の同時期より増加しています
が、前年度と同程度になる見込みです。

17,330 0 0.00 0 0

合 計

5年度 6年度

5年度 6年度

企業債

償還金

固定資産

購入費

施設設備、機械

装置設備費

配水管

工事等

資 本 的 収 入
令和5年度上半期 と令和4年度同期 比較

資 本 的 支 出
令和5年度上半期 と令和4年度同期 比較

加入金


